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研究成果の概要（和文）：本研究によって、20世紀イタリアで展開した科学的宗教研究（イタリア宗教史学）が、創始
者であるラッファエーレ・ペッタッツォーニ以後、エルネスト・デ・マルティーノ、アンジェロ・ブレリチ、ウーゴ・
ビアンキ、ダリオ・サッバトゥッチ、ヴィットリオ・ランテルナーリに受け継がれたことを明らかにした。また、彼ら
には「宗教」、「呪術」、「儀礼」、「神話」の各概念を、歴史主義的手法と比較方法を用いて、総合的に研究すると
いう点で共通点が見られることを明確にすることができた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to explore how the Italian school of History 
of religions was formed, and how the methodology of its founder, Raffaele Pettazzoni, was succeed to his 
disciples (Ernesto de Martino, Angelo Brelich, Ugo Bianchi, Dario Sabbatucci, and Vittorio Lanternari). I 
demonstrated that they share the common feature. They use the concepts of "religions(religioni)", 
"magic(magia)", "rite(rito)", "myth(mito)", and investigate synthetically, adopting an approach of 
historicism with comparative method.

研究分野：宗教学
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１．研究開始当初の背景 
一般に、比較宗教を基礎にした近代的な宗
教研究（宗教学宗教史学）は、1870 年代以
降、主としてプロテスタンティズムが優勢な
地域で発生・展開したとされている。イギリ
ス、オランダ、北欧などがその例として挙げ
られ、多様な宗教環境がその背景にあると説
明されている。だが、この一般論からは重要
な点が抜け落ちている。それは多様な宗教環
境においてだけでなく、強力な一者が存在す
る地域でも、その一者への対抗として宗教学
宗教史学が発生・展開しうるという、イタリ
アのケースである。イタリアは世俗的な学と
しての宗教学宗教史学が、制度的にも研究者
の内面的にも明確な形で成立し受け継がれ
てきた、例外的な場である。 
1970 年代以降、宗教概念の再考とともに、
徐々に宗教学宗教史学という営為そのもの
にも反省的な目が向けられるようになった
（宗教概念批判）。これは人類学のエスノグ
ラフィー批判と植民地主義批判を受けたも
のと捉えることが可能であり、この宗教概念
批判は現在も続いているとみることができ
るが、ここでもまたイタリアにたいする充分
な検討が欠けている。イタリアの研究者によ
るイタリア語の著作が、他との比較の俎上に
挙げられていないという状況が存在する。 
 
２．研究の目的 
本研究では、イタリア宗教史学の創始者、
ラッファエーレ・ペッタッツォーニの宗教史
学と、その弟子達（エルネスト・デ・マルテ
ィーノ、アンジェロ・ブレリチ、ウーゴ・ビ
アンキ、ダリオ・サッバトゥッチ、ヴィット
リオ・ランテルナーリ）の研究を比較するこ
とにより、イタリア宗教史学についての体系
的な検討を行う。学問の継承はいかにして行
われたのか、何が受け継がれ、何が切り捨て
られたのか、そこにイタリア特有の事情が存
在するのかどうかを明らかにする。 
なかでもブレリチとデ・マルティーノが特
に重要である。両者が力を注いだのは儀礼研
究と神話研究であるため、1960 年代イタリ
アの儀礼論、神話論をまとめる作業が、まず
は必要である。デ・マルティーノは、現在、
イタリアで最も研究されている宗教学者で
あるが、その近年の成果は我が国にもたらさ
れていない。デ・マルティーノは、彼からの
影響を明言している歴史学者カルロ・ギンズ
ブルグとの接続という観点からも重要であ
る。民衆への視点、80 年代以降のギンズブ
ルグに見られる比較への志向は、ペッタッツ
ォーニに由来するものである。また近年エリ
アーデの宗教理解へのデ・マルティーノの影
響が指摘されている（Wedemeyer, Doniger 
(ed), Hermeneutics, Politics, and the 
History of Religions: The Contested 
Legacies of Joachim Wach and Mircea Eliade, 
Oxford, 2010）。 
また、未刊行の資料を集めることも本研究

の目的である。ブレリチはハンガリー出身で
あり、ペッタッツォーニのもとで学ぶ前はカ
ール・ケレーニイに師事していた。ブレリチ
とケレーニイの往復書簡集はすでに刊行さ
れている（Károly Kerényi, -Angelo Brelich 
(a cura di Andrea Alessandri), Tra gli 
Asfoldi dell’Eliso, Roma: Editori Riuniti 
universit Press, 2011）が、イタリアのア
ーカイヴにはブレリチとペッタッツォーニ、
ブレリチとデ・マルティーノ、ペッタッツォ
ーニとデ・マルティーノ、それぞれ往復書簡
が保管されている。これらの書簡に加え、講
義ノートや日記をも収集し、三者の関係につ
いて検討する。 
ともにペッタッツォーニの歴史主義的宗
教理解を受け入れた、ブレリチとデ・マルテ
ィーノの儀礼論、神話論の分析により、ペッ
タッツォーニ以後のイタリア宗教史学を明
らかにすることは、宗教学宗教史学自体の再
考にも繋がるはずである。 
 
３．研究の方法 
①サン・ジョヴァンニ・イン・ペルシチェ
ートの歴史文書館にて、ペッタッツォーニ、
ブレリチ、デ・マルティーノの未刊行の書
簡・日記・講義ノートを収集する。ペッタッ
ツォーニの故郷であるサン・ジョヴァンニ・
イン・ペルシチェートには、彼の全著作、手
稿、書簡、講義ノート、ペッタッツォーニの
関係者に関する資料が収められている。また、
刊行・未刊行を問わずデ・マルティーノとブ
レリチに関する文献のほとんども入手可能
である。 
②アンジェロ・ブレリチとエルネスト・
デ・マルティーノのテクストの精読を行い、
それぞれの儀礼論、神話論を明らかにしなが
ら、ペッタッツォーニ以後のイタリア宗教史
学について検討する。ブレリチの場合は南太
平洋と古代ローマの神話・儀礼研究、デ・マ
ルティーノの場合は南イタリアの祭祀研究
（タランティズモ）と民間の語りがその研究
対象である。 
③デ・マルティーノが現地調査の対象とし
た南イタリア（特に、バーリ、レッチェ、ガ
ラティーナ）というコンテクストを検討する。
デ・マルティーノが現地調査を行った場所へ
の訪問を研究計画に入れているのには理由
がある。デ・マルティーノが目指したのは南
イタリアの経済的政治的上昇と、南イタリア
への差別的な視点の撤廃であった。民族学・
民俗学と彼の政治運動はこうしてクロスす
る。宗教理論・儀礼論・神話論と実際の祭祀
との接続を確認することは、現地の人々が
デ・マルティーノの仕事をどのように受容し
たのかという問題系もコンテクスト分析に
は欠かせない。 
 
４．研究成果 
 2014 年度は、まず「呪術」という問題系を
めぐる論考を発表した（雑誌論文③）。論旨



は、フレイザーのいうところの呪術的思考を、
積極的意味において捉え直したものが、レヴ
ィ=ストロースの「野生の思考」であるとい
うものである。 
そして、ペッタッツォーニに関する資料と、
宗教史学の隣接分野（民族学・民俗学・歴史
学・考古学）の文献の読解を行い、霊魂論と
最高存在論という宗教学の二つの流れが、折
口信夫の宗教論のなかに流れ込んでいるこ
とを明らかにした論文を発表した（雑誌論文
②）。また、ペッタッツォーニの最高存在論
の基礎となった、アンドルー・ラングについ
て（学会発表④）、ペッタッツォーニ宗教史
学を受容した折口信夫の宗教論について（学
会発表③）、学会発表を行った。 
さらに、2015 年 1 月には、『イタリア宗教
史学の誕生 ―ペッタッツォーニの宗教思想
とその歴史的背景』勁草書房を刊行し（図書
②）、宗教研究におけるイタリア宗教史学の
重要性を説いた。同書の内容を以下に記す。 
 
本書は、20 世紀イタリアで独自に展開した、
宗教の歴史的研究（「イタリア宗教史学」）の
創始者、ラッファエーレ・ペッタッツォーニ
の宗教思想とその歴史的背景を明らかにし
た書である。ペッタッツォーニは、彼は学の
世俗性を強く主張し、進化主義的な宗教理解
と、カトリックと結びついた原始一神教説と
を同時に批判しながら、固定的なモデルにと
らわれない宗教史叙述の礎を据えた。キリス
ト教を特権化しないような宗教研究を構想
したのである。このイタリア宗教史学は、イ
タリア国内だけでなく、国外でもエリアーデ
のような同調者を生み出すことになる。 
全体は四部に分かれている。第一部「道程」
ではペッタッツォーニの全体像の提示を行
った上で、考古学から宗教史学へと転換した
彼の初期の活動を検討した。彼が日本宗教の
研究から宗教史学を開始したことは特筆す
べきことである。 
第二部「宗教史学講座の設置とファシズ
ム」では、ペッタッツォーニの思想と、彼が
活動した時代との関わりを考察した。一九二
三年、ファシスト政権はペッタッツォーニに
国内初の宗教史学講座を与え、宗教史学はア
カデミズムという制度のなかに居場所を得
ることになる。この時期には、イタリアを至
上のものとするイタリア至上主義が存在し
たが、ペッタッツォーニの宗教史学もそれと
無縁ではなかったこを示した。 
第三部「最高存在研究──ペッタッツォー
ニ宗教史学の基幹──」は、ペッタッツォー
ニが最も集中して取り組んだ、最高存在研究
の検討である。ペッタッツォーニは、自然の
擬人化であるとする最高存在を、天の父、地
の母、動物の主という三つの類型に分類し、
人間が超越的なものをどのように表象する
かについて考察した。この問題系は、創造神
は忘却されるという、閑な神（Deus Otiosus）
論に繋がる。 

第四部「宗教史学と宗教運動」で扱われる
のは、戦後のペッタッツォーニである。ファ
シスト政権崩壊以後、ペッタッツォーニは宗
教的なマイノリティにたいする差別を無く
すための運動を開始した。自分と同じような
カトリックの棄教者の地位向上のための運
動と、彼の宗教史学が密接に結びついていた
ことを明らかにした。さらに、彼の宗教史学
がデ・マルティーノによって継承されたこと
を分析した。 
あらゆる現象は歴史的生成物であるとす
る、イタリア宗教史学のテーゼを用いて、イ
タリア宗教史学自体を分析したところに本
書の特色がある。 
 
 最後に、サン・ジョヴァンニ・イン・ペル
シチェートの歴史文書館にて、ペッタッツォ
ーニ、デ・マルティーノ、ブレリチに関する
資料調査を行い、講義ノートや書簡などの一
次資料を入手した。 
 
 2015 年度は、前年に収集した資料を分析す
ることで、ペッタッツォーニ、エリアーデ、
デ・マルティーノの関係について発表を行っ
た（学会発表②）。特に、Deus otiosus の事
例を紹介しながら、初めの時の回復としての
儀礼という儀礼―神話理解がデ・マルティー
ノとエリアーデの宗教論の柱となっている
ことを示した。 
 さらに、「呪術」に関する研究を江川純一・
久保田浩編、『「呪術」の呪縛【上】』、リトン
として発表した（雑誌論文①、図書①）。要
旨を以下に示す。 
1960年代以降に展開してきたreligion（宗
教）概念批判により、religion 概念の自明性
が揺らぎはじめ、近代西欧で生まれた
religion という言葉で古今東西の類似の現
象を一括りにしてきたことが反省的に思考
されるようになった。この流れを受けて本書
では、religion の対立概念として、劣位概念
として、類似概念として使用されてきた
magic 概念の再検討を行った。 
magic は、「呪術」「呪法」「魔術」「魔法」
「奇術」「まじない」「のろい」といった具合
に様々に訳されてきたが、magic という用語
の輸入以前にもこれらの語は存在しており、
また「まじなひ」「呪法」「飯綱」といった語
も歴史的に使用されてきた。また、magic は、
学問的概念としての使用にとどまらず、文学、
サブカル、実践の場といった様々な領域にお
いても、自称としてまた他称として歴史的に
用いられ、そして現在でも使用されている。
本書は、こうした状況そのものを研究対象に
し、事例に則して概念生成の場、概念使用の
場に立ち返り、magic の諸相に光をあてよう
とするものである。 
 序論にあたる「「呪術」概念再考に向けて 
─文化史・宗教史叙述のための一試論」第一
章では、幕末から明治初期にかけての『和英
語林集成』の分析から、magic の訳語として



「魔法」が突出していること。magic の場合、
訳語が新たに作られたわけではなく、従来存
在していた言葉から選ばれたことを明らか
にしている。第二章では、magic が、19世紀
後半以降徐々に、宗教学、社会学、民族学、
人類学といった各ディシプリンのなかで中
心概念となっていくさまを描出している。自
らをscienceと規定する西洋のアカデミズム
が、そのなかに包摂できない「他者」を magic
と呼ぶ傾向を指摘できる。第三章は第二章に
対応する形で日本語の訳語の問題を扱う。民
族学・人類学では「呪術」、歴史学では「魔
術」という状況をまずは指摘できるが、分析
概念としての「呪術」、実体概念としての「魔
術」という区分も見いだせる。第四章は、西
洋文化史・宗教史における magic 概念を対象
にしている。イーミックな次元で歴史に登場
してくる magic は、主流派の知識体系を超え
るscienceとして自己を表象する際に用いら
れていることを事例から導き出した。 
 
 2015年9月には、本研究課題の成果として、
ペッタッツォーニの最高存在論を紹介しな
がら、その起源としてのヴィーコ、その展開
としての折口信夫という読解の可能性を提
示する学会発表を行った（学会発表①） 
 加えて、デ・マルティーノに関する現地調
査を南イタリアのバーリ、レッチェ、ガラテ
ィーナで実施し、一次資料を得た。 
 
本研究によって、デ・マルティーノは、宗
教／呪術の差異を無化する方向で研究を進
め、「呪術」が抱え持つ負の表象を消そうと
したこと、ブレリチは古代ギリシアの葬送、
同じく古代ギリシアの英雄神話、南太平洋の
神話といった、ペッタッツォーニが手をつけ
なかった領域に研究を拡大したことを示す
ことができた。また、ペッタッツォーニ宗教
史学の継承者であるデ・マルティーノとブレ
リチは、歴史主義的と比較方法を組み合わせ
た手法を師から受け継ぎ、「宗教」、「呪術」、
「儀礼」、「神話」を研究したことを明らかに
することができた。 
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